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　はじめに

ハゼ亜目魚類はツバサハゼ科，ドンコ科，カ

ワアナゴ科，ヤナギハゼ科，ハゼ科，スナハゼ科，

オオメワラスボ科，クロユリハゼ科，およびシラ

スウオ科の 9科を含み（明仁ほか，2013），主に

小型魚類で構成されるグループである．

鹿児島県薩摩半島西岸における魚類相調査で

採集されたハゼ亜目魚類標本を調査したところ，

本亜目 8種の標本について，形態や色彩からミド

リハゼ Eviota toshiyuki Greenfield and Randall, 2010，

セホシサンカクハゼ Fusigobius duospilus Hoese 

and Reader, 1985，オオモンハゼ Gnatholepis anje-

rensis (Bleeker, 1851)，スケロクウミタケハゼ

Pleurosicya boldinghi Weber, 1913，アカスジウミ

タケハゼ Pleurosicya micheli Fourmanoir, 1971，ア

ワセイソハゼ Sueviota lachneri Winterbottom and 

Hoese, 1988，オグロクロユリハゼ Ptereleotris 

heteroptera (Bleeker, 1855)，およびイトマンクロ

ユリハゼ Ptereleotris microlepis (Bleeker, 1856)に

同定された．これらの種は過去の国内における記

録を網羅した明仁ほか（2013）や近年，九州沿岸

の魚類を扱った図鑑や目録［岩坪ほか（2016）（鹿

児島県薩摩半島南岸），Iwatsuki et al. (2017)（九

州東岸），岩坪・本村（2017）（鹿児島湾），小枝

ほか（2018）（鹿児島県大隅半島東岸），および村

瀬ほか（2019）（宮崎県）］にも掲載されておらず，

九州からの初記録となるためここに報告する．

　材料と方法

標本の作製，登録，撮影，および固定方法は

本村（2009）に準拠した．標準体長は体長または

SLと表記した．計測はデジタルノギスを用いて

0.1 mm単位まで行った．胸鰭，腹鰭，および頭

部感覚孔の観察にはサイアニンブルーを用いた．

頭部感覚器官の名称，およびハゼ亜目内の科レベ

ルの分類ついては明仁ほか（2013）にしたがい，

科内では各種をアルファベット順に掲載した．本

報告に用いた標本（全て鹿児島県南さつま市産）

と生鮮時の写真は鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に所蔵されており，詳細な採集データ

はリスト中の「標本」の項目を参照．

　九州初記録のハゼ亜目 8種

ハゼ科 Gobiidae

Eviota toshiyuki Greenfield and Randall, 2010

ミドリハゼ　（Fig. 1A）

　標本　KAUM–I. 124343，体長 17.3 mm，笠沙

町片浦（31°26′04″N, 130°09′17″E），水深 15 m，

2018年 12月 16日，手網，藤原恭司．

　同定　薩摩半島西岸から得られた標本は，第 2

背鰭軟条数が 9，臀鰭軟条数が 8，胸鰭下半部の

軟条が分枝する，腹鰭軟条数が 4で，鰭膜は発達

しない，腹鰭第 4軟条は 5本の分枝をもつ，体高

の体長に占める割合が 19.8%，前眼肩胛管に開
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孔 B’，C(S)，D(S)，E，F’がある，前鰓蓋管に開

孔 N’および O’がある，項部に黒色斑がない，

胸鰭基部に赤色斑が 2つある，および臀鰭基部に

体側からのびる赤色斑が 2つあることなどの特徴

が明仁ほか（2013），Greenfield and Randall (2010)，

および Greenfield and Winterbottom (2016)が示し

た Eviota toshiyukiの特徴とよく一致したため本種

に同定された．

　分布　ミドリハゼは日本固有種で，伊豆諸島，

和歌山県串本，高知県の柏島，大隅諸島（竹島・

硫黄島・口永良部島・屋久島），奄美群島（奄美

大島・徳之島・与論島），南大東島，および小笠

原諸島から記録されている（明仁ほか，2013；本

村ほか 2013；木村ほか 2017；Mochida and Moto-

mura, 2018；Nakae et al., 2018；萩原，2019a）．本

研究では薩摩半島西岸から 1標本が得られ本種の

分布が確認された．

　備考　Greenfield and Randall (2010)はEviota toshiyuki

の特徴の一つとして，尾柄部後方の中央部皮下に

黒色斑があるとしたが，本研究で観察した

KAUM–I. 124343はその特徴がやや不明瞭であっ

た（Fig. 1A）．しかし，その他の特徴はよく一致

したため，この相違は個体変異であると判断した．

薩摩半島西岸から得られたミドリハゼの標本は

本種の九州沿岸からの初記録となる．

Fusigobius duospilus Hoese and Reader, 1985

セホシサンカクハゼ　（Fig. 1B）

Fig. 1. Gobioid fishes of the west coast of Satsuma Peninsula (Minami-satsuma, Kagoshima Prefecture, Japan). A, Eviota toshiyuki, KAUM–
I. 124343, 17.3 mm SL; B, Fusigobius duospilus, KAUM–I. 129618, 43.2 mm SL; C, Gnatholepis anjerensis, KAUM–I. 124486, 26.1 
mm SL; D, Pleurosicya boldinghi, KAUM–I. 129611, 25.8 mm SL; E, Pleurosicya micheli, KAUM–I. 128667, 17.5 mm SL; F, Sueviota 
lachneri, KAUM–I. 129541, 25.6 mm SL; G, Ptereleotris heteroptera, KAUM–I. 124480, 72.0 mm SL; H, Ptereleotris microlepis, 
KAUM–I. 128502, 44.9 mm SL.
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　標本　15個体（体長 14.4–43.2 mm）：KAUM–I. 

124300，体長 38.5 mm，KAUM–I. 124311，体長

34.9 mm，KAUM–I. 124353， 体 長 36.4 mm，

KAUM–I. 124359， 体 長 32.6 mm，KAUM–I. 

124360，体長 35.9 mm，KAUM–I. 124373，体長

14.4 mm，笠沙町片浦（31°26′04″N, 130°09′17″E），

水深 10–16 m，2018年 12月 16日，手網，山田守

彦 ほ か；KAUM–I. 124397， 体 長 41.0 mm，

KAUM–I. 124401， 体 長 32.9 mm，KAUM–I. 

124422，体長 41.8 mm，笠沙町片浦米島南方

（31°25′55″N, 130°07′19″E），水深 6–15 m，2018年

12 月 16 日，手網，山田守彦ほか；KAUM–I. 

124531，体長 40.1 mm，KAUM–I. 124532，体長

21.8 mm，KAUM–I. 124533，体長 18.4 mm，坊津

町 塩 ヶ 浦 沖（31°15′20″N, 130°13′59″E）， 水 深

6–15 m，2018年 12月 17日，手網，松岡　翠ほか；

KAUM–I. 128404， 体 長 31.9 mm，KAUM–I. 

128410， 体 長 28.7 mm， 坊 津 町 塩 ヶ 浦 沖

（31°15′20″N, 130°13′59″E），水深 6–15 m，2019年

3月 4日，手網，藤原恭司；KAUM–I. 129618，

体長 43.2 mm，笠沙町片浦米島東方（31°26′00″N, 

130°07′20″E），水深 7–10 m，2019 年 4 月 14 日，

手網，森下悟至．

　同定　薩摩半島西岸から得られた標本は，腹鰭

癒合膜が浅く切れ込む，腹鰭膜蓋の発達が悪い，

主鰓蓋骨が無鱗，体側に淡い黄色または褐色小斑

がある，胸鰭基部上方に黒色斑がない，および第

1背鰭前方に 1黒色垂線，その直後に 1黒色斑が

あることなどの特徴が Randall (2001)と明仁ほか

（2013）が示した Fusigobius duospilus（Corypho-

pterus duospilus）の特徴とよく一致したため本種

に同定された．

　分布　セホシサンカクハゼはインド・太平洋

に広く分布し，日本国内からは伊豆諸島，静岡県，

三重県，和歌山県，愛媛県，および高知県の太平

洋沿岸，大隅諸島（竹島・硫黄島・口永良部島・

屋久島），奄美群島（奄美大島・徳之島・沖永良

部島・与論島），慶良間諸島の渡嘉敷島，八重山

諸島の西表島，および小笠原諸島から記録され

ている（鈴木ほか 2004；渡井ほか 2009；明仁ほか，

2013；本村ほか 2013；木村ほか 2017；Mochida 

and Motomura, 2018；Nakae et al., 2018；萩原，2019a）．

本研究では薩摩半島西岸から 15標本が得られ本

種の分布が確認された．

　備考　本種の帰属は明仁ほか（2013）にしたがっ

た．薩摩半島西岸から得られたセホシサンカクハ

ゼの標本は本種の九州沿岸からの初記録となる．

Gnatholepis anjerensis (Bleeker, 1851)

オオモンハゼ　（Fig. 1C）

　標本　5個体（体長 12.3–26.6 mm）：KAUM–I. 

124374，体長 12.3 mm，KAUM–I. 124384，体長

18.1 mm，笠沙町片浦（31°26′04″N, 130°09′17″E），

水深 10–16 m，2018年 12月 16日，手網，山田守

彦 ほ か；KAUM–I. 124402， 体 長 26.6 mm，

KAUM–I. 124486，体長 26.1 mm，笠沙町片浦米

島南方（31°25′55″N, 130°07′19″E），水深 6–14 m，

2018年 12月 16日，手網，藤原恭司；KAUM–I. 

128408， 体 長 19.3 mm， 坊 津 町 塩 ヶ 浦 沖

（31°15′20″N, 130°13′59″E），水深 6–15 m，2019年

3月 4日，手網，山田守彦ほか．

　同定　薩摩半島西岸から得られた標本は，口角

部に皮状突起がある，下顎前方にやや大きい犬歯

状歯がある，背鰭前方鱗が櫛鱗（前縁を除く），

第 1背鰭に黒色斑がない，胸鰭基部上方に黒色で

縁取られた黄色斑がない，臀鰭が黄色みを帯びた

灰色で，斑紋がない，体側中央に円形の黒色斑が

あることなどの特徴が Larson and Buckle (2012)と

明仁ほか（2013）が示した Gnatholepis anjerensis

の特徴とよく一致したため本種に同定された．

　分布　オオモンハゼはインド・太平洋に広く分

布し，日本国内からは伊豆諸島の八丈島，静岡県，

和歌山県，および高知県の太平洋沿岸，大隅諸島

（硫黄島・屋久島），奄美群島（徳之島・与論島），

慶良間諸島の渡嘉敷島，および八重山諸島の西表

島から記録されている（鈴木ほか 2004；渡井ほ

か 2009； 明 仁 ほ か，2013； 本 村 ほ か 2013；

Mochida and Motomura, 2018；萩原，2019a）．本

研究では薩摩半島西岸から 5標本が得られ本種の

分布が確認された．

　備考　薩摩半島西岸から得られたオオモンハゼ
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の標本は本種の九州沿岸からの初記録となる．

Pleurosicya boldinghi Weber, 1913

スケロクウミタケハゼ　（Fig. 1D）

　標本　KAUM–I. 129611，体長 25.8 mm，笠沙

町片浦米島東方（31°26′00″N, 130°07′20″E），水深

20–26 m，2019年 4月 14日，手網，山田守彦．

　同定　薩摩半島西岸から得られた標本は，第 2

背鰭軟条数が 7，胸鰭軟条数が 19，上唇が頭部と

連続しない，下顎外列歯の長さが中庸で，側方に

伸長しない，頭部背面が被鱗する，前眼肩胛管に

開孔 B’，C(S)，D(S)，E，F，G’がある，前鰓蓋

管に開孔M’，Nおよび O’がある，上顎先端から

眼前縁にかけて赤色斜帯がある，臀鰭から尾鰭基

部にかけての腹側下面に黒色斑がない，および各

鰭が白色透明であることなどの特徴が Larson 

(1990)と明仁ほか（2013）が示した Pleurosicya 

boldinghiの特徴とよく一致したため本種に同定

された．

　分布　スケロクウミタケハゼはインド・西太平

洋に分布し，日本国内からは伊豆諸島（伊豆大島・

八丈島），千葉県，静岡県，和歌山県，愛媛県，

および高知県の太平洋沿岸，沖縄諸島の久米島，

慶良間諸島の渡嘉敷島，および八重山諸島の西表

島から記録されている（鈴木ほか 2004；明仁ほか，

2013）．本研究では薩摩半島西岸から 1標本が得

られ本種の分布が確認された．

　備考　観察標本の個体と同時に同属他種のセボ

シウミタケハゼ Pleurosicya mossambica Smith, 

1959（KAUM–I. 129612）も採集された．薩摩半

島西岸から得られたオオモンハゼの標本は本種の

九州沿岸からの初記録となる．

Pleurosicya micheli Fourmanoir, 1971

アカスジウミタケハゼ　（Fig. 1E）

　標本　3個体（体長 15.1–17.5 mm）：KAUM–I. 

128666，体長 15.1 mm，KAUM–I. 128667，体長

17.5 mm，KAUM–I. 128668，体長 15.7 mm，笠沙

町 片 浦（31°25′40″N, 130°08′50″E）， 水 深 8 m，

2019年 3月 6日，手網，藤原恭司．

　同定　薩摩半島西岸から得られた標本は，第 2

背鰭軟条数が 8，体が細長い，頭部断面が三角形，

上唇が頭部と連続しない，下顎外列歯の長さが中

庸で，側方に伸長しない，下顎葉歯先端が後方に

曲がらない，両眼間隔が狭い，頭部背面が被鱗

する，前眼肩胛管に開孔 B’，C(S)，D(S)，E，F，G’

がある，前鰓蓋管に開孔M’，Nおよび O’がある，

第 1背鰭に黒色斑がない，および尾鰭下半部の全

域が赤色であることなどの特徴が Larson (1990)

と明仁ほか（2013）が示した Pleurosicya micheli

の特徴とよく一致したため本種に同定された．

　分布　アカスジウミタケハゼはインド・太平洋

に分布し，日本国内からは伊豆諸島の八丈島，静

岡県，愛媛県，および高知県の太平洋沿岸，大隅

諸島の屋久島，奄美大島，および八重山諸島の西

表島から記録されている（鈴木ほか 2004；明仁

ほ か，2013；Nakae et al., 2018； 萩 原，2019a）．

本研究では薩摩半島西岸から 3標本が得られ本種

の分布が確認された．

　備考　観察標本の個体は葉状イシサンゴ類に着

生しているところを採集された．本個体と同時に

同属他種のセボシウミタケハゼ（KAUM–I. 

128657）も採集された．薩摩半島西岸から得られ

たアカスジウミタケハゼの標本は本種の九州沿岸

からの初記録となる．

Sueviota lachneri Winterbottom and Hoese, 1988

アワセイソハゼ　（Fig. 1F）

　標本　10個体（体長 11.6–25.6 mm）：KAUM–I. 

124371，体長 18.7 mm，KAUM–I. 124380，体長

17.0 mm，KAUM–I. 124392， 体 長 14.4 mm，

KAUM–I. 124393，体長 20.3 mm，笠沙町片浦

（31°26′04″N, 130°09′17″E），水深 10–16 m，2018

年 12月 16日，手網，山田守彦ほか；KAUM–I. 

128664，体長 16.4 mm，KAUM–I. 128665，体長

11.6 mm，笠沙町片浦（31°25′40″N, 130°08′50″E），

水深 8 m，2019年 3月 6日，手網，藤原恭司；

KAUM–I. 129541， 体 長 25.6 mm，KAUM–I. 

129623，体長 18.5 mm，KAUM–I. 129624，体長



RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 45

409

15.7 mm，KAUM–I. 129625，体長 13.6 mm，笠沙

町片浦米島東方（31°26′00″N, 130°07′20″E），水深

20–26 m，2019年 4月 14日，手網，山田守彦．

　同定　薩摩半島西岸から得られた標本は，第 2

背鰭軟条数が 9，胸鰭下部の軟条が分枝する，前

鼻孔の大きさが中庸で，先端が白色または淡い灰

色，左右の腹鰭が癒合膜でつながる，腹鰭に膜蓋

を欠く，鰓孔下端が前鰓蓋後縁下部に達しない，

第 1背鰭の第 1棘が糸状に伸長しない，前眼肩胛

管に開孔 B’，C(S)，D(S)，E，F’がある，前鰓蓋

管に開孔 N’および O’がある，および背鰭と尾

鰭の鰭条に沿って赤色斑が密に並ぶことなどの特

徴が明仁ほか（2013），Allen and Erdmann (2017)，

お よ び Greenfield and Randall (2017) が 示 し た

Sueviota lachneriの特徴とよく一致したため本種

に同定された．

　分布　アワセイソハゼはモルディブ，チャゴス

諸島，および西太平洋に分布し，日本国内からは

高知県の柏島，大隅諸島（竹島・硫黄島・屋久島），

奄美大島，沖縄島，八重山諸島（石垣島・西表島），

および小笠原諸島の父島から記録されている（明

仁ほか，2013；本村ほか 2013；Nakae et al., 2018）．

本研究では薩摩半島西岸から 10標本が得られ本

種の分布が確認された．

　備考　薩摩半島西岸から得られたアワセイソハ

ゼの標本は本種の九州沿岸からの初記録となる．

クロユリハゼ科 Ptereleotridae

Ptereleotris heteroptera (Bleeker, 1855)

オグロクロユリハゼ　（Fig. 1G）

　標本　KAUM–I. 124480，体長 72.0 mm，笠沙

町片浦米島南方（31°25′55″N, 130°07′19″E），水深

6–14 m，2018年 12月 16日，手網，上野大輔．

　同定　薩摩半島西岸から得られた標本は，第 2

背鰭が 1棘 32軟条，臀鰭が 1棘 29軟条，体と頭

が著しく側扁しない，下唇が縫合部で左右に分か

れる，頤と峡部に肉質突起がない，第 1背鰭前半

部の高さが低い，および尾鰭中央部に楕円形の大

きな黒色斑がることなどの特徴が Randall and 

Hoese (1985)と明仁ほか（2013）が示した Ptere-

leotris heteropteraの特徴とよく一致したため本種

に同定された．

　分布　オグロクユリハゼはインド・太平洋に広

く分布し，日本国内からは伊豆諸島，千葉県，神

奈川県，伊豆半島，和歌山県，および高知県の太

平洋沿岸，大隅諸島の屋久島，トカラ列島の小宝

島，奄美群島（奄美大島・与論島），沖縄諸島の

瀬底島，八重山諸島（西表島・与那国島），およ

び小笠原諸島から記録されている（鈴木ほか

2004；明仁ほか，2013；Koeda et al., 2016；Nakae 

et al., 2018；吉野・瀬能，2018；萩原，2019b）．

本研究では薩摩半島西岸から 1標本が得られ本

種の分布が確認された．

　備考　薩摩半島西岸から得られたオグロクロユ

リハゼの標本は本種の九州沿岸からの初記録とな

る．

Ptereleotris microlepis (Bleeker, 1856)

イトマンクロユリハゼ　（Fig. 1H）

　標本　KAUM–I. 128502，体長 44.9 mm，笠沙

町片浦野間岬沖（31°24′36″N, 130°06′24″E），水深

15 m，2019年 3月 5日，手網，上野大輔．

　同定　薩摩半島西岸から得られた標本は，第

2背鰭が 1棘 27軟条，臀鰭が 1棘 26軟条，体と

頭が著しく側扁しない，下唇が縫合部で左右に分

かれる，頤と峡部に肉質突起がない，第 1背鰭前

半部の高さが低い，尾鰭上下両葉が伸長しない，

体が乳白色，尾鰭が一様に淡い黄色みを帯びた白

色，および胸鰭基底に黒色斜線があることなどの

特徴が Randall and Hoese (1985)と明仁ほか（2013）

が示した Ptereleotris microlepisの特徴とよく一致

したため本種に同定された．

　分布　イトマンクロユリハゼはインド・太平洋

に広く分布し，国内からは伊豆諸島（伊豆大島・

八丈島），千葉県，神奈川県，伊豆半島，和歌山県，

徳島県，および高知県の太平洋沿岸，大隅諸島の

屋久島，奄美大島，沖縄島，および八重山諸島の

西表島から記録されている（鈴木ほか 2004；明

仁ほか，2013；Nakae et al., 2018；吉野・瀬能，

2018；萩原，2019b）．本研究では薩摩半島西岸か
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ら 1標本が得られ本種の分布が確認された．

　備考　薩摩半島西岸から得られたイトマンクロ

ユリハゼの標本は本種の九州沿岸からの初記録と

なる．
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